
染　　裕之
須﨑　崇文

責任者
編集者

自治労東京都本部
企 画 総 務 局発行

1部10円（但し組合員は組合費に含む）

千代田区飯田橋3丁目9番3号
SKプラザ４階

電話 03－3556－37552・3面 新春対談  自治労東京の
　　 組織内議員に聞いてみました！
　　　新春クロスワードパズル
4面 第25回ベストショットコンクール

（１）2023年１月１日 第1343号 第1343号（４）自　治　労　東　京（ （昭和42年９月19日
第三種郵便物認可 2023年１月１日 自　治　労　東　京（ （昭和42年９月19日

第三種郵便物認可

 

社
会
の
不
条
理
に
立
ち
む
か
う
こ
と
は

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
組
合
の
責
務

　　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
社
会
全
体
が
翻
弄
さ
れ
て
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
は
、
格
差
と
分
断
、
深
ま
る
対
立
な
ど
日
本
社
会
の
病
巣
を
さ
ら
に
顕
在
化
さ
せ
ま

し
た
。
格
差
の
拡
大
は
、
労
働
者
派
遣
法
の
施
行
・
改
悪
や
富
裕
層
中
心
の
税
収
策
の
導

入
な
ど
、
政
府
と
企
業
の
「
格
差
拡
大
策
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
誤
っ
た
政
策

は
、
労
働
者
階
級
の
中
で
も
特
に
貧
困
に
苦
し
む
新
し
い
下
層
階
級
構
造
の
形
成
に
至

り
、
深
刻
な
差
別
や
分
断
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
少
子
・
高
齢
化
、
差
別
と
人
権
問
題
、
男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
な
ど
、
私
た
ち
の

社
会
に
は
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
社
会
の
不
条
理
に
毅

然
と
向
き
合
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
包
摂
社
会
の
実
現
に
む
け
て
努
力
す
る
こ
と

は
、
組
織
さ
れ
た
労
働
組
合
の
責
務
で
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
未
来
に
む
け
た
新
た
な
社

会
を
構
想
す
る
自
治
労
運
動
の
智
恵
と
勇
気
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
自
治
労
組
織
内
候
補
の
鬼
木
ま
こ
と
さ
ん
が

国
政
に
お
け
る
貴
重
な
議
席
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
自
治
体
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
私
た
ち
都
本
部
組
合
員
は
、
都
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

日
夜
奮
闘
を
続
け
て
い
ま
す
。
公
益
的
な
分
野
を
自
治
体
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
こ

と
の
重
要
性
が
以
前
に
も
増
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
協
力
議
員
を
政
治
の
場
に

送
り
、
私
た
ち
自
治
労
組
合
員
の
声
を
発
信
す
る
政
治
闘
争
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
都
本
部
は
、
組
合
員
の
処
遇
改
善
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
に
む
け
て
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。
し
っ
か
り
と
前
を
む
い
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

自
治
労
東
京
都
本
部

　
中
央
執
行
委
員
長

　
染
　
裕
之

Best Shot Competiti
on

「
日
本
の
象
徴
」
　
東
京
都
千
代
田
区
新
丸
ビ
ル

　
　
練
馬
区
職
員
労
働
組
合
　
小
城
原
　
淳 

さ
ん

（
選
評
は
４
面
に
掲
載
）

※各作品タイトルについては応募者の表記を尊重し、掲載しています。

最優秀賞

群
馬
県
沼
田
市
上
発
知
町

東
京
都
江
戸
川
区
西
葛
西
駅
付
近

東
京
都
港
区

選評●写真を見たほとんどの人が「す
げぇー」とうなってしまうような作品
です。国会議事堂と富士山が一枚の
写真に一緒に写り、しかもその風景
が尋常じゃない色彩で染められてい
る。写真には具体的に出てきません
が、この作品を撮影するためには撮
影ポイントを探し、適切なレンズの選
択をし、適切な季節と天候が来るの
を待ちと様々なことを考慮し、最後に
チャンスの日が来たらすぐに行動す
る。努力の結晶としての１枚です。

講 評

考を通してまず感じたことは、写真のうまさにかな
り差があるということです。過去の受賞もある程度

同じ人たちが受賞しているようでした。これは決して悪いこ
とではありません。良い作品が受賞するのは当たり前のこ
とですから。しかし、写真の表現とはうまさだけではありま
せん。私は撮影の仕事以外に写真専門学校で講師をして
います。ゼミの授業では繰り返し述べることがあります。イ
メージ（写真のこと）とは、本来ものの見方やとらえ方、あ
るいは考え方が映像になったもので、ものの見方のないイ
メージは写真ではないということです。大げさに言うと、そ
の写真の裏側に撮影者の価値観や哲学、思想が反映され
ている必要があるということです。これはプロを目指す若
者たちにむかって述べる内容ですから皆さんのように楽し
みとして撮影する人たちにはあまり関係ないかもしれませ
ん。しかし、自治労という組合の中でのコンクールですから
カメラ雑誌とは異なる作品の特徴があってもよいのではな
いでしょうか。旅行やお祭りといった特別の時だけではな
く、日常をもっと撮影してもよいのではないでしょうか。例

えば職場や住んでいる町の様子など。このような対象を何
枚かで組み写真にしてみることをお勧めします。写真を組
むということはそこに何かのテーマがないとなかなか組め
ません。そのために一枚写真にはない面白さと難しさがあ
ります。つまり自分は複数の写真で何を表現したいのかを
考えざるを得ません。今までにない写真と
の向き合い方が必要になります。皆さんさ
らに深い写真の世界にむかってください。
それは自分を見つめる作業にもなります。

　写真家　鈴木 邦弘さん

最優秀賞　選評

「日本の象徴」　
　　　　　　　小城原 淳さん

選

雑誌を中心にフリーの写真家として活
動。『自治労通信』および『世界』などにド
キュメンタリー写真を発表。93年「森の
人・PYGMY」で第18回伊奈信男賞を受
賞。日本写真芸術専門学校主任講師。日
本写真家協会（JPS）会員。自治労本部
情宣セミナー分科会講師。

佳
　
作

佳
　
作

佳
　
作

「雪原のおやつ」
　町田市職員労働組合　守屋　涼さん

「トロロの丘」
　自治労東京都庁職員労働組合　河野 里佳さん

「山門から望む富士」
　東京交通労働組合　八木澤 本昌さん

北海道札幌市中央区

埼玉県所沢市比良の丘

山梨県七面山敬慎院境内

一
般
部
門
賞

一
般
部
門
賞

優 秀 賞

「
お
地
蔵
様
の
春
」

　
大
田
区
職
員
労
働
組
合
　
江
口 

直
美
さ
ん

優 秀 賞

「
朝
の
虹
」

　
東
京
交
通
労
働
組
合
　
戸
髙 

弘
貴
さ
ん

「
元
気
に
育
て
」

　
立
川
市
職
員
労
働
組
合
　
渡
辺 

美
穂
さ
ん

優 秀 賞

携
帯
・ス
マ
ホ
部
門
賞

携
帯
・ス
マ
ホ
部
門
賞

ネ
ー
チ
ャ
ー
部
門
賞

ネ
ー
チ
ャ
ー
部
門
賞

第25回 ベストショットコンクール第25回 ベストショットコンクール

●
各
受
賞
作
品
の

選
評
は
Ｈ
Ｐ
に
て


